
■アクティビティ「ユニラベル」の利用方法
サンプルコース：https://repun-app.fish.hokudai.ac.jp/course/view.php?id=1269

※コースティーザはLASBOS Moodleでは運用していない為、以下はラベルタイプ7種類のうちの6種類の説明です。

１．アコーディオン（セグメントごとにヘディングと内容を作成できる）
右上「編集モードの開始」→活動またはリソースを追加する

「コンテンツを編集する」編集へ

アコーディオンを選択し、「保存してコースに戻る」

メインタイトルを入力(ここは入力しても表示されません)



編集が終わったら「変更を保存する」

ここにメインの説明等を入力

チェックを入れる

ここで細かいサブのタイトルと内容を作成できる

セグメント4以上を追加する場合

セグメントを再度編集したい場合



セグメントのタイトルをクリックすることで内容が表示される。

2.カルーセル（リンク付き画像のスライダーを作成）
右上「編集モードの開始」→活動またはリソースを追加する→Unilabelを選択

カルーセルを選択し、「保存してコースに戻る」

メインタイトルを入力(ここは入力しても表示されません)

「コンテンツを編集する」で編集へ

ここにメインの説明等を入力



チェックを入れる

自動で画像をスライドさせたい時はここにチェック

次の画像に移る間隔を選択（最大10秒）

画像の大きさを選択

画像背景の色を選択

画像のタイトル等を入力(画像左下に表示されます)空欄でも可

画像をクリックするとこのURLに移動します

画像を追加

入力不要



Slide-2,3・・も同様に作成→変更を保存する

3.折り畳みテキスト（ポップアップ形式で表示できる）
右上「編集モードの開始」→活動またはリソースを追加する→ユニラベルを選択

折り畳みテキストを選択し 「保存してコ スに戻る」

メインタイトルを入力(ここは入力しても表示されません)



折り畳みテキストを選択し、「保存してコースに戻る」

「コンテンツを編集する」で編集へ

ここにメインの説明等を入力

メインのタイトルを入力



折り畳みを選択した場合(タイトルの下に内容が表示される)

モーダルダイアログを選択した場合(ポップアップで内容が表示される)

変更を保存する

テキスト内容の出方が変わります(お好みで選択)



4.グリッド（タイルを並べる）
右上「編集モードの開始」→活動またはリソースを追加する→ユニラベルを選択

グリッドを選択し、「保存してコースに戻る」

メインタイトルを入力(ここは入力しても表示されません)

「コンテンツを編集する」で編集へ

メインの説明等あれば入力

チェック入れる



高さを指定した場合は、画像の大きさが違ってもタイトルの位置が揃う

高さを自動高にした場合（タイル上が揃う）

タイルを貼る

タイルを何個並べるか選択(最大6個)

チェック入れる

タイルの高さを選択

合

タイトルを入力



Tile2,3・・も同様

5.シンプルテキスト(現行のラベルと同じ)
右上「編集モードの開始」→活動またはリソースを追加する→ユニラベルを選択

タイルにURLをつけない場合

または、ここにURLを入力

ファイルを選択

不要



現行のアクティビティ「ラベル」と同じ仕様(テキストの入力、画像貼り付け、動画挿入など)

6.トピックティーザ（コース内にコース一覧を作成）
コースに一番上に作成しておくと、Indexとして使えます

右上「編集モードの開始」→活動またはリソースを追加する→ユニラベルを選択

シンプルテキストを選択し、「保存してコースに戻る」

メインタイトルを入力(ここは入力しても表示されません)

「コンテンツを編集する」で編集へ



グリッドを選択した場合（トピックを並べる）

トピックティーザを選択し、「保存してコースに戻る」

メインタイトルを入力(ここは入力しても表示されません)

「コンテンツを編集する」で編集へ

メインの説明等あれば入力

チェック入れる

最大6トピックまで並べることができる

コースタイトルを表示したい場合はチェック

検索は無視してok。
別のコースではなく、
現在自分が作成しているコースの
インデックスを作成するため



コースダイアログを開くを選択した場合トピックをクリックするとポップアップで内容が表示されます
コースURLを開く を選択した場合トピックをクリックするとそのコースにとびます

変更を保存する→このようにコースができます

カルーセルを選択した場合（スライダーを作成）

自動でスライドさせたい時はチェック→ ←スライドする間隔を選択(最大10秒)

チェックつける



変更を保存する→このようにコースができます
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